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 決  議 
 

「尖閣諸島の国有化問題」を契機に日中関係は厳
しい状況となり、さらに昨年末の安倍総理のＡ級
戦犯合祀の靖国神社参拝により、両国関係は一層
悪化しました。米国はじめアジア各国そしてヨー
ロッパ各国も日本の外交に懸念を示し、安倍総理
の靖国神社参拝については、すでに多くの国々か
らも、内外の幅広い人々からも、反対や参拝自粛
が強く要請されています。 

 平和と協力の精神で進められているはずの日

本外交は今、非常に厳しい環境に置かれていま
す。私たちは、この状況から一日でも早く脱却し、
真の国際協力のもと平和外交を推進していかね
ばならないと考えます。特に中国はじめ近隣諸国
との善隣友好の関係は大切なものです。 

 日中関係の現在置かれている状況を深く憂慮 

し、一日も早く友好協力の関係を復活させるこ 

とを、安倍総理に強く要求します。 

 また、いわゆる「島問題」については当面「先
送り」として、日中両国で戦略的互恵関係の上に
立って対処し、平和な海域をまずつくることが肝
要であると考えます。 

 私たちは、多年来進めてきた中国との民間友好
交流が一層推進されるよう努力していきたいと
考えます。民間交流の展開によって、両国の人た
ちが相互に理解し、友好的な雰囲気を高められる
ようにしていくことが、とりわけ重要だと考えて

います。 

 日中平和友好条約の原則と精神を発揚し、一日
も早く「島問題」のへお輪的解決が行われるよう
両国政府と国民の皆様に訴えます。 

            ２０１４年１月２２日 

公益社団法人日中友好協会第１０回定例理事会 

 今秋、魯迅の仙台留
学１１０周年を迎えます。
これを記念し東北大学、
県日中友好協会等の市
民団体が協力し、各種イ
ベントが企画されていま
す。本紙ではこれまでも
魯迅の周辺について紹
介してきました。今回は１１
０年前の仙台での魯迅を
イメージして歩いてみま
す。（図版や参考・引用
資料は最終回に掲載） 

 

 

 

 

 

 

「ところが夕方になると決まって、ひと間の床がドンドンドンと天にも届かんばかりに鳴り響き、しかも部屋中にほ

こりが舞っているので、事情通に聞いたところ『あれはダンスの稽古だ』との答えだった。よその土地に行ってみ

る、というのはどうだろう？ こうして僕は仙台の医学専門学校に行った」（『藤野先生』）。医学？ ｢日本の維新

は、大半西洋医学に端を発している。医学を学んで私の父のような病人の苦しみを治してやろう」（『魯迅・藤野

先生・仙台』）という志である。仙台？ １９０１年に旧制高校の医学部が分離したばかりで、魯迅は清国留学生

のいない仙台を選択。また仙台は学府ともいわれ第二高等学校は名高かったようだ。１９０４年（明治３７

年）６月１日に提出した「入学願」は７月２１日に許可となる。「東北新聞」（９月１０日付）には“入

学を許可され過日来仙したが下宿を探している”との記事があり九月初めの来仙説が一般的。 

「ある駅に着くと、日暮里と書いてある。なぜか、今もこの名前を覚えている。その次は水戸しか覚え

ていないが」（『藤野先生』）とあるので､おそらく海岸線（現・常磐線）で１０時間５分かけ午後６時４

０分着と考えられる。当時、仙䑓停車場といっており、南町通が正面でにぎやかであった。学校側が迎

えにきたと思うが、南町通か北目町通を歩いて、医専もしくは仮宿としての田中リウ宅（片平丁５４番

地）に第一歩を印したと思われる。不安を抱えながら。 

 

 入学式は９月１２日に行われた。仙台留学の第一歩が始まった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性委で「おひな祭り」（水戸憲、板垣さん参加） 
 第２４回となる留学生らが参加しての「おひな祭り」 

が３月２日、「街中サロンにしむら」
で。金井委員長の雛祭りの話、日本
文化の紹介や「花は咲く」の合唱、
食事、懇談を楽しみました。（Ｉ） 

５月２７日「中国国家京劇院」の公演 
民音による梅蘭芳生誕１２０周年記念の

「中国国家京劇院『梅蘭芳』芸術特選」が午
後２時と６時半、東京エレクトーンホール宮
城で。演目は「覇王別姫」「鳳還巣」の二大傑
作。日本語字幕付き。Ｓ席 6700円､Ａ席 5700
円｡詳細は民音（222）1371まで。 

 

 

 

  

概略①周樹人。１８
８１年９月２５日
紹興生まれ。１９０
２年４月来日し東
京・弘文学院入学、
０４年４月卒業。９
月仙台医学専門学
校入学、２２歳。  

弘文学院卒
業時の魯迅 

明治３３年作成の市街
図に描かれた仙台駅 


